＜特　　集＞

岡田弘・北海道大学教授との対談
２０００年１２月１９日　北海道伊達市の有珠山臨時観測所にて

（取材：「島魂」三宅島ネット）

（録音テープからの原文）

【島魂】私たちは火山学者と会う機会があまりない。北海道で開かれたようなフォーマルな説明会もない。群馬大学の早川先生は１００年かかるかもと言う。予知連は「まるっきり分からない」と言う。私たちは、どれくらいかかるのか分からない。覚悟する判

断材料になるような話をしていただければ。

【岡田】これは難しいな。たぶん、答えられる人はだれもいないでしょう。

ガスが出てから大きな爆発はない。どの程度ガスが続くのかという問題と、これ以

上まだ悪いことが起こるのか。一番いいのはガスが少しずつ弱まることで、止まるの

は良くないことでしょう。

　その傾向を見るにはそんなに短いものではないです。一年くらいの間で少しずつガ

スが減ってくる。その傾向が出てくれば、帰れるという状況は十分可能ですね。赤外

線や目視くらいしかできませんが、火口底の様子を見てですね。

　また、もう一つの問題は、帰れることになっても全員が一緒に帰れるわけではな

い。三宅島には一週道路がありますね。これが大きな問題。あまり道路網がやられて

いない、やられる可能性がないところは割合早く帰れると思いますが、一週道路全体

を確保するのに時間がかかるのではないでしょうか？

　コークスの山でできているような山ですよ。川、沢は必要なかった。今回そうでは

なくなりますから。そこに新しい変化があるのか。谷がどこにあるのか、どこに橋

をかける必要があるのかを調べる必要があるでしょう。

　ただ、火山砂防は日本の最も得意な分野です。一級河川なら国直轄ですし、一番い

いのは、建設省に直轄砂防やってください。ガスが止まったときにすぐ始められるの

で今から調査してくれ、と言っておいた方がいいと思います。彼らは何百億円を何と
も思わない連中ですから。彼らを動かして、一週道路を確保することを考えておいた

方がいい。

　有珠山はほとんど雨が降りません。200mmを超えることもめったにない。そんなに雨の心配はないんですが。これを使うと、必要な住民移転の保障ですね。砂防指定地にちょうど泥流でやられてしまうそういう家があれば、そういうところは移転が可能になる。今回は被害は出ていないけれども、次に出そうなところ、いわゆるＸゾーン、まだ確定していないが、Ｘゾーンのところには施設を作らないということですね。Ｘゾーンは現在アパートがありますが、それしか国が金を出す方式はないみたいです。それがいいか悪いかは別にして。

　今までは火山砂防なんてほとんど必要なかったんです。大島で、溶岩流を泊めるダ

ムを造ったみたいですが。しかし、コークスに土砂がつもると、目が詰まり、流れが

せき止められ、わっと大きな泥流が起こる。

　土石流は三宅では起こるでしょう。土石流については今までに最悪のことが起きた

と思わない方がいい。ごこが危険か見極める必要があります。だから、川の新しい位

置を調べておくべきです。

【島魂】「雨は降って道は決まったから。もう大きな泥流はない」と都は言います

が。

【岡田】　本当に調査ができているとはとても思えません。細かい火山灰がたまっ

て、わっと流れ込む。土石流はかなり落ち着いてからどっと来て被害が出ますから、

油断してはいけません。

【島魂】　これから何が起こるのか、という意味では、木が枯れていますが、個人的

に心配なのは森が枯れた影響も出るのではないでしょうか。

【岡田】　樹木が破壊されれば、土砂の移動が早まり、沢につっかかって、それが破れると一気にわっと来る。木がなくなれば、土砂移動は加速すると考えるのが普

通。ただ、三宅は雨が多いので、回復は早いのではないかと思う。そのあたりはガス

との関係で、どうなのか分かりません。たぶんガスは産生中ですよ。東京都の研究所

もあるので、実際に種まいてなど調べていますから。過去の文献を調べると結構わか

りますからね。

【島魂】　ガスが止まって、カルデラ湖的な形成をしていく過程の可能性はないのです

か？

【岡田】　まだどうなるか、ちょっと分からない。まだ山に元気があるとすれば、溶

岩が上がってきて、溶岩湖みたいに上がって、ある程度上がると、噴火。あるいはあ

る程度上がって麓で破れて溶岩流が出て終わるというのが一般的ですよ。マグマを

使って終わるというね。ただ、今の状態ではそういう状況ではない。

　ただ、ガスは少しずつ減っていく方向になってくるとは思うが、それが目に見える

形になっていない。

　それよりも、今は住民の代表でもいいし、自治会役員とか半公的な人、準代表のよ

うな人たちをヘリに乗せて、人家の回りを低く飛ばせるんですよ。これをやるともの

すごく助かる。初めから言った。なぜかと言うと見せると、次の対策が打てる。見せないで終わってから国が調査して評価すると、何もできない。そのしわ寄せは全部住民に来る。それはダメなんですよ。たとえ事故があってもしょうがないですよ。

　有珠では、たとえば西山アパートは屋根が100戸以上の穴が開いて、ダメなんです

よ。我々が見れば分かるんですが。住民がみないとダメなんですよ。見せることが大

事であって。

　もう要求した方がいい時期だと思う。火山学者や作業員らが入っているのだった

ら、十分な時期だ。そのときは、代表取材でマスコミを一社入れること。

　話は変わるが、マスコミがだらしなかった。雲仙の轍を踏まないため、有珠では国

が言うとおり、マスコミは規制に従った。消防団員が入っているのに、住民がものを

取りに行っているのに、マスコミは入れなかった。あれは報道機関として絶対間違っ

ている。マスメディアの役割がある。我々が取る写真とは全然違う写真がある。それ

が意味を持つんです。

　（一時帰島に話を戻して）リスクをどうマネージするか。リスクは全体的な総合的

なリスク＝地域の物理的リスクで、入域人数を減らして、できるだけ山頂に行かないで、リスクを落とすわけです。

　が、国はやりたがらないですね。国は常にオールクリア（完璧）を待つものです。すると何もできないですよ。火山学者が安全宣言を出したためしなどない。社会的な安全宣言と火山の安全宣言は違う。社会的なものとは別だ。絶対ということを聞いているわけではないです。その前に住民の生活ができるのかを聞いているわけで、どういう強さ

で噴火があるのかを説明してくれればいいわけで、そのときに行政が判断すればいい

わけです。そのとき、住民の要求をどう反映させるかなわけです。

【島魂】非常に矛盾を感じるのは、気象庁が、予知連が、伊豆部会があり、・・・・

【岡田】　その話ね。災害対策やると言っても、日本には組織が実はない。そのたび

に違うやり方をしている。日本では法律的には災害対策は国土庁が所管。だが、調整

官庁。実質的には何もできない。たてわりを采配することしかできない。ゆっくり物

事が進んでみんなで話し合って意見が一致するときは、非常に強力だが、それでは災

害のときは間に合わない。それでなく、決断しななきゃいけない。米国ではＦＥＭＡ

が担う。米国のＦＥＭＡは個々の官庁を超えた力を持つ実施官庁。災害は戦争と基

本的に同じです。実施官庁だから、人を派遣する。

【岡田】　気象庁の火山における立場は、監視と火山活動に関する情報提供なんで

す。したがって、災害情報や防災情報を出せない。期待しても無理。気象庁で防災が

分かるプロはいない。いるとすると、一人だけ。幹部級です。しかし、気象庁はそう

いう防災や災害対策機関ではない。気象業務法によっていて、地震や火山は予知できな

いというのが基本スタンス。東海大地震のみ、特別に法律で予知しますとなっている

が、それ以外はできないという条件で動いている。

　だから、気象庁は火山に関して、三種類の情報を持っているけれども、注意報、警

報という使い方をしていなかった。本当はしなければいけないが、してこなかった。

本来、注意報、警報のようなものであるべきですが、地震何回といった単なるデータ

しか出てこない。昨日の火災発生件数何件というのと変わりない。そういう使い方を

されると、そんなデータはだれも見なくなる。大事なものが出てきても、だれも見な

くなる。気象庁の情報の出し方を徹底的に改革しないと。次回の会合で提案しようと

おもってますが。

　有珠では、有感地震になった段階で臨時情報を出した。注意が必要だと。マグニ

チュード3.5を超えてきて、前の前兆に近づいたため、いつ噴火してもおかしくない

と、警報にあたる緊急火山情報を気象庁などと話をして出した。ですから注意報、警

報がちゃんと出たんですよ。

　駒ケ岳が小さな噴火が起きましたね、全然困るものではなかったですね。小さな噴

火と分かっているのに、気象庁は臨時火山情報１，２，３号などと出した。情報を出

すというのは、社会に何を伝えたいのか、何か伝えたくて、こういう行動をしてもら

いたい、というときだけ、情報を出すべきだ。今は災害対策として行われていないと

いうことです。気象庁の仕事だからやっているだけで、そんな情報は役に立たない。

社会は災害対策としてそこまで踏み込んで必要なものを出してほしいわけですね。

　火山情報は対策をともなうはずで、判断する長へのプライベートな解説をする必要

があるわけですね。ほかの国では、気象庁と防災対策が分かれていないですね。同じ

組織なんですね。だから、島民や直接出す首長に説明しているわけです。気象庁は説

明しないでしょ。説明するのは、飼いならしたマスコミだけ。だから、情報の意味が

なくなる。それはダメなんですよ。

　予知連は気象庁が自分たちの組織だと思ってやっているわけですね。それは間違

い。しかし、噴火予知連絡会というのは、陸や海域監視の海保などとの横の連絡をす

るだけでいいと思っているのだろうが、世の中はそう思っていない。

　北海道の場合、火山情報ともう一つは防災対策ですね。支庁、道庁のレベルで、道

庁の中に防災会議があって火山専門委員会があるんですよ。１９７０年からあるんです

よ。これが開かれると、避難とか警戒とかそういう情報を出すのを助言する役割をす

る。今回もそれを使う。今回もそれを噴火前に開いて、町長さんにも来てもらって議

論して一斉に避難指示を出すわけです。気象庁が出すわけでなく、災害対策として情

報を出した。気象庁の情報から避難までつながるわけです。そうじゃないと村長は

困っちゃう。三宅や有珠は２０年、３０年ごとに噴くので、経験があるから対応でき

る。ですから、三宅は最初はうまくいった。山頂噴火に移ってから、あるいは移る前

に、もう噴火予知連の問題でなく地震予知連の問題だよと渡したでしょ。あれが間

違っているんですね。ああいう問題は一緒にやらなくては行けないのであって、マグ

マがどういう流れをしているかなわけですから。三宅の山頂までマグマが上がってい

るわけでしょ。山頂に上り始めて、噴火は噴火終息の噴火だと言ったでしょ。あれが

どうしてなのかわかんない。

　そういう意味で災害対策とは言えない。予知連からいろんなファクス来ますけど、

なるべく口挟まないんですよ。ガス吸って病気になった人、けがしている人もいるわ

けで、でもそれをかくしているんですよ。

　住民も村長も分かっていたでしょ。ところが、そのときに都の役人が「絶対に全島

民の避難は必要ないです」なんて言ったでしょ。あれはからくりがあるでしょ。普通

の役人が言えることではない。気象庁が助言したのではないか。官僚は責任があるわ

けだから、はっきり言えるはずないんだから。いろいろ噂はありますけれど。何か聞

いていないと、あれだけはっきりマスコミの前で言える言葉ではない。

【島魂】あれは東京の出先の三宅支庁長なんですよ。今、先行きが見えないですよ。

何年くらいは、という目安を出してくれ、と言っているが、出てこない。先生ならど

うする。

【岡田】僕なら、年内に住民代表に見せる。風上に見張りをはり付けて、ちゃんと観

測をして、反対側の集落を見せる。年内にもその程度のことはできる。何回も人が

入っているわけでしょ。ヘリなら安全ですしね。短い時間でしょ。少人数で最短時間

で見せる。それはリスク管理上も今、できるんです。災害対策室が入っているのだか

ら、それができるようになった段階でできるようになっている。

　それから、長期的にはガスの傾向を見なければならない。今までの観測だと分から

ないが、若干減っている可能性があるわけです。となると、何年後じゃなくて、とり

あえず一年後ですよ。そういう方向で進むか判断できるようになる。これから一年と

いうことです。

　来年の３月、もっと早く分かるかもしれない。ガスが突然止まれば、危険です。

ゆっくりゆっくり減っているということが分かると、これは扱いやすい。状況が変

わってきます。

　三宅島は山頂噴火になったとき、ヘリが飛んでいなかった。それが信じられなかっ

た。なんで同じ国なのにこんなに違うのか。三宅の場合は、山頂噴火にもかかわら

ず、国のヘリが飛んでいなかった。おかしい。気象庁が緊急火山情報を出さなかっ

たことが原因ですよ。臨時火山情報でも警戒が必要などという言葉を使わなかった。

縦割りの弊害ですよ。だれも死んでないでしょ。それで満足しちゃったんですよ。

　有珠では自衛隊が入って、取ってきた情報をすぐ出した。住民はそのビデオを見て

いた。三宅は情報の出し方が間違っている。有珠の場合、自衛隊はやれる自負を持っ

ていて満足している。自衛隊もステータスを感じていると思う。ぼくはこっちでやっ

たことが標準で、東京ならばそれ以上やっていると思っていた。国の災害対策は場当

たりなんですよ。

【島魂】なぜ緊急火山情報を出さないのか、疑問があるのですが。

【岡田】絶対説明しないでしょ。本当は気象庁は説明責任がある。なんで出さなかっ

たのか。そういうことを説明する責任があるんですよ。間違っていても構わないですよ、

それでもちゃんと解説しないと。緊急火山情報は、明確な規定がないまま、ここまで

来てしまった。そういうことがちゃんとできるようになってもらわないと困る。出さ

なかったために、縦割りの組織が機能しなかった。だって、山頂噴火の場合、上から

の観測しかないんだから。ヘリが飛ばないと。いつでもやれる状態になっておくべき

ですよ。

　しかも、今も、上から飛んだときの解説はないんでしょ。それも信じられない。

　ぼくは飛んだら必ず説明しましたよ。マスメディアだけでなく、住民や行政に説明

した。駒ケ岳では北海道は午前6:30に防災消防ヘリを飛ばした。森町のグラウンドに

ヘリを置いて、役場に行って、そこで説明会をやった。そこでは気象台の地震活動火

山課長や宇井先生が観測データを説明して、質疑応答、それが終わった段階でマスメ

ディアもどうぞ、という対策を取った。これは災害対策だからできた。災害対策のた

めに飛んでいるのだから、見たものは知らせないとおかしい。そうじゃないとた

だ研究のためのフライトですよ。そういうことをやってもらわないと困るんですよ。

【島魂】研究データを取るためだけに行っているように見える。

【岡田】研究だけじゃだめで、行ったら報告しなさいということをやり切れないんで

すよ。写真とビデオをいつでも住民が見れるということになってないと。理系の人た

ちは自分の関心の中に埋もれていたいものです。特別ミッションで低く飛んでいない

でしょ。

　しかし、有珠でできるのに、なぜ東京でできないのか。

【島魂】三宅は最初の初動は良かった。

【岡田】想定されていた噴火だったからですよ。役場も支庁としても都としても、こ

うなるだろうという範囲で起こったことには非常にうまくいっている。

【岡田】たぶん、都は災害対策を都がしなければいけないということを忘れてしまっ

たということでしょう。気象庁は相談をするし、情報提供をするけれども、災害対策

は都がしなければならないということを忘れてしまった。アメリカは専門家がぴった

り付いている。それがなかった。

  有珠の総合観測班は朝打ち合わせして、毎日、観測して勉強会を開き、議論して何

が分かったかまとめ、その結果を有珠山部会に毎日伝えた。それから、道対策本部は

ヘリで毎日フライトし、その後、必ず説明会。議事堂を使って国の対策本部と記者に

一緒に説明をした。しゃべったことがリアルタイムでテレビ局の中にその情報が入っ

ていた。流れているんでなく。国の対策本部の国土庁にもリアルタイムで映像が行っ

ている。

　それから、予知連有珠山部会。初め、毎日のように開かれていた。記者たちへの説

明の内容は有珠山部会の報告の時とヘリの後では全然違うんですよ。有珠山部会のと

きは予知連だから、それを超えたことは言わない。しかし、ヘリの後は、道防災会議

のメンバーとして、災害対策という意識が高いので、気象庁の判断できないことにつ

いても詳しく説明したつもりだ。

　しかし、三宅の場合、何で伊豆部会が所管のはずなのに井田先生ばかり出るのか。

おかしいですよ。

【島魂】この先生に会えというのはありますか。

【岡田】まず、伊豆部会の渡辺先生に会った方がいい。ここにいた先生ですから。彼

は東京大学。東大名誉教授の荒牧先生なんて一度会った方がいいでしょうね。それか

ら、予知連に出ている静岡大の小山先生。この方は気象庁批判が非常に徹底してい

る。

　ガス専門は平林じゅんいち先生。小坂先生は名誉教授で、平林先生の先生ですか

ら。今回の対応にいきり立っているそうです。地質調査所の風早先生もガスが専門で

す。このあたりに聞けば、わかるでしょう。

　それから大事なことは、こういう災害は結果論として専門家を育てる。はじめから

対応できる専門家はいない。そういう風に思っておいた方がいいですよ、何だかんだ

言われ、圧力を受けて苦しんで、といううちに研究者も育つ。神様みたいな人がいる

わけでないから。

　理系なんて特殊な人たちですから、なかなか対応してくれないですよ。いつまで

たってもマグマがどこ行ったかがおもしろいんですから。

　予知連に地元自治体の関係者が出るということも意味がありますよ。

　岩手山では、県の防災課の職員と、災害情報ネットワークの中心になっている斉藤

岩手大学教授がオブザーバーとして出席しています。これは大島の噴火の後、自治省

がオブザーバーとして参加したのが始まりのようで、以後、そういう流れになってき

ている。

【島魂】三宅島でこれから起こる可能性としてはどんなことがあるのでしょうか？

【岡田】いろんな可能性がある。わからないうえで、今、思いつくまま挙げてカバー

できるか分からないけど。何を見ていれば分かるかは分かる。

・溶岩が出てくれば、溶岩湖になり、溶岩湖が上がってくる。火口まで上がって固

まって止まる。ハワイでよくある。

・上がってくる段階である程度高い所まで来て、破れて溶岩流が出て終わる。ドーム

が出て終わる。基本的にそうなれば、終わる。溶岩が地上に出るとすればそうして終

わる可能性が高い。

マグマ水蒸気爆発が起きて、溶岩流が流れ出る。

・それから、最悪の可能性としては溶岩が火道に入って爆発的な噴火。それは地震が

起こるとか、大げさなことが起こるはずで、これは非常に確率は低い。

・それから、このまま。このまま、じっくり固まっていく。今はこれがもっとも期待

感が高いでしょう。あとは時間的な問題で、どの程度の時間でだんだん減っていくか

ということですね。

【島魂】このまま、ガスを出し続けて止まらないまま、落ち着いた状態になって

しまうということはあるんでしょうか？

【岡田】壮瞥町や森町には役場の職員で火山学会員がいますよ。だから説明もしやす

い。マスコミだって同じですよ。何人かそういう人がいると助かる。

　世の中には今の三宅ほど火山ガスを出し続けている山はありません。過去にもな

い。長くは続かない。これが何年もかかるということはない。だから、一年様子を見

れば、だいたい傾向は見えるだろうなあ、ということです。

【島魂】今現在、３カ月たっているのに長期的対策をとられていないのは、異常だと

思いますか。

【岡田】ぼくはね、一番頭に来ているのは、地方自治の基本方針を東京都は全然分

かっていない。三宅の人たちを大都会に溶かし込んでしまったことです。あの政策は

明らかに間違い。あれをきちっと反省してもらわないと困る。初めから仮設をオリン

ピック村に建てれば良かったんですよ。そのために国があるんですから。１年か２年

で帰れるんだから、それまでやればいいんだから。ちゃんと地域性を維持して、みん

なががんばろうとやれればいいんですよ。それが近代国家のやり方。子どもを取り上

げて、あれは一カ月しか持たないことはイロハのイです。だれでも分かることなの

に。

　思いやりある政策がない。そうじゃなくて「いかにもやってます」なんて顔をし

て、絶対話違うぞ。炊き出しだって自分たちで作ればいい。材料さえあれば自分たち

でやりたい、それが住民の感情なんですよ。壮瞥町では公共施設が避難所となること

が分かっているから、そのためのクッキング施設が設置されています。ここの避難所

にはこの地域の人が行く、と決まっている。すばらしいですよ。

